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2024/11/3 

ルカの福音書 講解メッセージ㉙ 

『ルルカの福音書 11 章 29-54 節 しるしについて』 

 

 

「 さて群衆の数が増えてくると、イエスは話始められた。この時代は悪い時代

です。印を求めているが、ヨナの印の他には印は与えられません。と言うの

は、ヨナがニネベの人々のために印となったように、人の子がこの時代のた

めに印となるからです。」（ルカ 11:29-30） 

 

ここで言われる ヨナの印」とは、旧約聖書の『ヨナ書』に記された出来事のこと

です。 

 ヨナは、神のことばを伝えに行くように命じられたことから逃げた結果、大きな魚

に飲み込まれ、三日三晩その腹の中にいました。しかし三日目に吐き出され、彼は再

び生きる者として立ち上がりました。そして神様に言われた通り、ニネベの町の人々

に神に立ち返るように語ると、人々は心から神に立ち返り、神は彼らを赦されました。 

この出来事は、イエス・キリストの死と復活を示す型です。それは、 人の子（イエ

ス・キリスト）がこの時代のための印となる」ということの影であり、その本体はイ

エス・キリストであることを意味しています。 

ヨナの三日間の体験は、イエス様の死と復活を象徴する影であり、ヨナに起きた出

来事はもう起こらないというのは、本体である私が来たから影にとどまる必要はない

ということです。 

イエス様は、 私は、あなたがたが救われるために来た。神の言葉を伝えるために来

た。」と語っておられます。 人の子」とは、ダニエル書に描かれる、終わりの日に神

の国へ人々を導く方のことです。イエス様は その人の子は私だ」と宣言しておられ

るのです。 

 

「 南の女王が、さばきのときに、この時代の人々とともに立って、彼らを罪に

定めます。なぜなら、彼女はソロモンの知恵を聞くために地の果てから来た

からです。しかし、見なさい。ここにソロモンよりもまさった者がいるので

す。」（ルカ 11:31） 

 

南の女王とは、第一列王記 10 章 1 節、または第二歴代誌 9 章 1 節に登場する有名

なシェバの女王のことです。彼女はペリシテ人でしたが、ソロモンの知恵を求めて遠
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くから旅をして来ました。 

イエス様はそのソロモンよりもまさった方だと言っておられるのです。 

 

「 ニネベの人々が、さばきのときに、この時代の人々とともに立って、この人々

を罪に定めます。なぜなら、ニネベの人々はヨナの説教で悔い改めたからで

す。しかし、見なさい。ここにヨナよりもまさった者がいるのです。」 

「（ルカ 11:32） 

 

ニネベの人々は、ヨナが語った神のことばを聞いて、神に立ち返りました。イエス

様はヨナよりもまさった方です。つまり、今、イエス・キリストのことばを聞いて神

に立ち返らなければ、さばきの時に罪に定められるということです。「 さばき」とは、

神の罰という意味ではなく、 分ける」という意味で、信じる者が救われる時のことで

す。イエス・キリストとの出会いが、あなたが生きる者となるのか、死ぬ者となるの

かを分けます。つまり、イエス・キリストとの出会いこそが、さばきの時なのです。 

 

「 だれも、あかりをつけてから、それを穴倉や、枡の下に置く者はいません。

燭台の上に置きます。入って来る人々に、その光が見えるためです。からだ

のあかりは、あなたの目です。目が健全なら、あなたの全身も明るいが、し

かし、目が悪いと、からだも暗くなります。だから、あなたのうちの光が、

暗やみにならないように、気をつけなさい。もし、あなたの全身が明るくて

何の暗い部分もないなら、その全身はちょうどあかりが輝いて、あなたを照

らすときのように明るく輝きます。」（ルカ 11:33-36） 

 

イエス・キリストは、あなたの光です。私たちは神によって造られ、神のいのちを

与えられ生まれてきました。つまり、私たちの中に、すでに光があるのです。つまり、

あなたはもう光を求める必要はありません。光はあなたの中に輝いているからです。 

ところが、目が悪くなると光が見えなくなるように、心の目が鈍くなると、私たち

の中に輝いているいのちの光がわからなくなります。目とは信仰です。神への信頼を

鈍くしてしまうと、あなたの心の中に輝いている光も見えなくなってしまうのです。 

ですから、あなたの心の中で輝いている神のいのちが暗闇にならないように、イエ

ス・キリストを信じなさいと言われています。あなたが神の言葉に応答するなら、“あ

なたの全身が輝く”、つまり、救われるということです。このことをイエス様は次の

ように語っておられます。 
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「 まことに、まことに、あなたがたに告げます。死人が神の子の声を聞く時が

来ます。今がその時です。そして、聞く者は生きるのです。」（ヨハネ 5:25） 

 

イエス様は 今がその時だ」と言われました。死人が神の子の声を聞くのは、いつ

かの未来ではなく、今です。光はすでにあなたの心の中で輝いています。その光の声

に耳を傾け、応答するなら、あなたは生きる者となります。 

私たちは、生まれながらには神から離れた 死人」です。このままでは天国に入る

ことはできません。しかし、神の呼びかけに応答するなら救われ、死人であった者が

生きる者へと変えられます。 

人々は印を求めましたが、イエス様は言われます。 ソロモンの知恵を求めて遠く

から来た者がいた。しかし、ここにはソロモンよりもまさった者がいる。今、あなた

に語っているのは私だ」と。つまり、神と私たちの接点は常に“今”なのです。過去

でも未来でもなく、今、神はあなたに語っておられます。 

イエス・キリストとの出会いは、いつの時代も 今」です。なぜなら、誰の心にも

神のいのちがあり、そのいのちが光となって私たちを照らし、その光を通して、誰も

が心の中で神の声を聞いているからです。その声を聞き、そのことばを受け入れるな

ら、誰でも救われます。 

 

「 イエスが話し終えられると、一人のパリサイ人が、自分の家で食事をしてい

ただきたい、とお願いした。そのパリサイ人は、イエスが食事の前に、まず

きよめの洗いをなさらないのを見て驚いた。すると、主は彼に言われた。「な

るほど、あなたがたパリサイ人は、杯や皿の外側はきよめるが、その内側は

強欲と邪悪で満ちています。」」（ルカ 11:37–39） 

 

パリサイ人は、律法を守れば神に義と認められると信じていました。彼らは細かな

規定を作り、それを守ることで 神に愛される者」になれると思っていたのです。 

 しかし、イエス様は言われました。 外側はきれいにしているが、内側は汚れきって

いる。」 

問題は外側ではなく、心の内側にあるのです。私たちも同じではないでしょうか。

外側は整えようと努力しますが、心の向き――神に向いているかどうか――には無頓

着になりがちです。 

イエス様は、次のように続けられました。 
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「 愚かな者たち。外側を造られた方は、内側も造られたのではありませんか。

とにかく、内にあるものを施しに用いなさい。そうすれば、見よ、あなたが

たにとって、すべてがきよいものとなります。」（ルカ 11:40–41） 

 

なぜここでイエス様は あなたがたの持っているものを施しなさい」と言われたの

でしょうか。 

私たちはこの世で不安を抱えて生きています。その不安を埋めるために“安心”を

求めます。そして、その安心をもたらすものを 富」と呼びます。 

お金があれば安心できるように感じて、心はいつもお金のあるところに向かってい

きます。その心の向きこそが問題なのです。 

「 あなたがたの持っている富を施しなさい」という言葉の意味するところは、「 あな

たが持っている“見える安心”を手放しなさい。」ということなのです。 

それは、人は安心の拠り所を失ったら、「 神様、助けてください」と祈るようになる

からです。心が神に向くのです。これが あなたがたにとって、すべてがきよいもの

となる」という意味です。 

見える安心を捨てることを、聖書では この世に対して死ぬ」と表現します。見え

る安心を持てば持つほど、安心を得たように感じるかもしれませんが、その一方で、

心は神から離れていきます。私たちにとって大事なことは、心をしっかり神に向ける

ことです。 

「 お金を持つな、富を持つな」と言っているのではありません。まず大事なのは、神

の国と神の御心に心を向けることです。そして、お金や富、あるいは、人からよく思

われる名誉などに心が支配されないように、ということです。 

 

「 だが、わざわいだ。パリサイ人。おまえたちは、はっか、うん香、あらゆる

野菜などの十分の一を納めているが、公義と神への愛はなおざりにしていま

す。これこそしなければならないことです。ただし、十分の一もなおざりに

してはいけません。」（ルカ 11:42） 

 

パリサイ人は、十分の一の献金もきちんと納めており、行いは立派です。しかし、

心は神に向いていません。 

献金が不要なのではありません。 お金のあるところに心もある」からです。だから

こそ、十分の一を神に返す習慣は大切です。しかし、それを守っているから大丈夫な

のではありません。 

それはあくまでも土台であって、大事なのは、神を愛し、人を愛する心です。これ
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が律法の中心です。 

 

「 わざわいだ。パリサイ人。おまえたちは会堂の上席や、市場であいさつされ

ることが好きです。わざわいだ。おまえたちは人目につかぬ墓のようで、そ

の上を歩く人々も気がつかない。」（ルカ 11:43-44） 

 

パリサイ人は人からよく思われることを好みました。しかし、外側は立派でも、内

側は神に向いていませんでした。イエス様はそれを 死んだ墓のようだ」と言われま

した。 

これは私たちへの警告でもあります。外側がどれほど整っていても、心が神に向い

ているかどうかが問われるのです。 

 

「 すると、ある律法の専門家が、答えて言った。「先生。そのようなことを言

われることは、私たちをも侮辱することです。」しかし、イエスは言われた。

「「おまえたちもわざわいだ。律法の専門家たち。人々には負いきれない荷物を

負わせるが、自分は、その荷物に指一本さわろうとはしない。」 

「（ルカ 44:45-46） 

 

律法学者たちは、人々に これをしなさい、あれをしなさい」と重荷を負わせまし

た。しかし、神が人を義とされるのは、何かができるからではなく、弱さを認め、神

に助けを求めるからです。 

様々な規定を作った律法学者たちですが、彼らは最も重要な 神を愛し、人を愛す

る」ことには触れようとしませんでした。自分たちができていないからです。 

そこでイエス様は預言者たちの墓の話をなさいました。 

 

「 わざわいだ。おまえたちは預言者たちの墓を建てている。しかし、おまえた

ちの父祖たちが彼らを殺しました。したがって、おまえたちは父祖たちがし

たことの証人となり、同意しているのです。彼らが預言者たちを殺し、おま

えたちが墓を建てているのだから。だから、神の知恵もこう言いました。『わ

たしは預言者たちや使徒たちを彼らに遣わすが、彼らは、そのうちのある者

を殺し、ある者を迫害する。それは、アベルの血から、祭壇と神の家との間

で殺されたザカリヤの血に至るまでの、世の初めから流されたすべての預言

者の血の責任を、この時代が問われるためである。そうだ。わたしは言う。

この時代はその責任を問われる。』」（ルカ 11:47-51） 
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彼らは預言者たちを殺した先祖の行いを非難しながら、自分たちも同じように、今

語られている神の言葉を拒んでいました。 

キルケゴールはこれを 同時性」と呼びました。キリストは過去の方ではなく、今、

語っておられる方です。ですから、今語られている神の言葉を聞かなければ、救いは

ありません。 

 

「 わざわいだ。律法の専門家たち。おまえたちは知識のかぎを持ち去り、自分

も入らず、入ろうとする人々をも妨げたのです。」（ルカ 11:52） 

 

律法学者たちは 知識の鍵」を奪いました。行いによって救われると教え、人々が

神に向かう道を塞いだのです。 

しかし、神を知る道は知識の延長にはありません。神との出会いは、弱さ、限界、

苦しみの中にあります。 

 

「 イエスがそこを出て行かれると、律法学者、パリサイ人たちのイエスに対す

る激しい敵対と、いろいろのことについてのしつこい質問攻めとが始まった。

彼らは、イエスの口から出ることに、言いがかりをつけようと、ひそかに計

った。」（ルカ 11:53-54） 

 

律法学者とパリサイ人は、イエス様に激しく敵対し、言いがかりをつけようとしま

した。彼らは頭が良くても神を知ることができませんでした。自分が納得できなけれ

ば信じないという姿勢が、信仰を失わせたのです。 

キルケゴールは言います。 信仰はつまずきの中にある。」 

理性の限界にぶつかるとき、人は初めて神に向かいます。神は私たちを助ける方で

す。できないことを代わりにしてくださる方です。二人三脚のように、私たちを背負

って生きてくださいます。 

神を知る道は信仰だけです。有限の世界の先に神はいません。しかし、有限の世界

で感じる矛盾や苦しみこそ、永遠なる神を見上げるチャンスです。神はいつの時代も

変わらず、今、あなたに呼びかけておられます。 

 


